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当社株式の時価総額に関するお知らせ 

 

 当社株式は、平成 23 年９月において、月末時価総額が３億円未満となりましたので、

今後の見通し等につきまして、お知らせいたします。 

 

１．当社株式の時価総額について 

 当社株式は、平成 23年９月において、月末時価総額が３億円未満となりました。東京

証券取引所の有価証券上場規程第 603 条第１項第５号 a では、９か月（事業の現状、今

後の展開、事業計画の改善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を

３か月以内に東京証券取引所に提出しない場合にあっては、３か月）以内に、毎月の月

間平均時価総額および月末時価総額が３億円（注）以上とならないときは、上場廃止に

なる旨規定されております。 

 

（注）平成 21 年１月より平成 23年 12 月末日までの間、時価総額基準が５億円未満から

３億円未満に変更になっております。 

 

（ご参考） (1)平成 23年９月の月間平均時価総額： 338,986,785 円 

 (2)平成 23年９月の月末時価総額： 299,658,750 円 

 （平成 23年９月 30日の終値 30,750円×同日の上場株式数 9,745株） 

 

２．今後の見通しについて 

 前期（平成 23 年６月期）においては、不採算事業からの撤退、業務運営の効率性の向

上を目的とした事業所の集約などの施策を実施した結果、一時的に事業撤退損失等の特

別損失を計上いたしましたが、一連のグループ事業のリストラクチュアリングは完了し

ており、今期（平成 24年６月期）以降は、固定費削減の効果を見込んでおります。また、

業績改善に向けて、メディアとしての特長とアプリケーションの開発で培ったノウハウ

等、グループ内のリソースを活かして既存事業を補完する収益モデルの確立に取り組ん

でおります。その中でも、上場企業のＩＲ講演会の受託を足掛かりとしたＩＲ関連事業を

収益の大きな柱として考えており、足下では堅調に推移しております。さらに、資産運

用事業の収益化、「ＮＳＪ日本証券新聞」の各界へのアクセスを活かしたリサーチ・ビ

ジネスへの展開等、収益の柱となる事業の育成を進めてまいります。 

 このような施策により、業績改善を図るとともに、今後も引き続き東京証券取引所に

おける上場を維持するよう努めてまいります。なお、今後３か月以内に「事業の現状、

今後の展開、事業計画の改善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書

面」を東証に提出する予定であります。 

  

 株主様をはじめ、関係者の皆様にはご心配をおかけしておりますが、今後ともご支援を

賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

以上 

  


